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〔目的〕

フリ ーラジカルおよ びオキ シダントは熱傷および気道熱傷な どの外傷 において極 めて重要な役割 を担って い

る．泓 お よ び 灯 コ フ ェ 皿 一 ル は 生 体 内 抗 酸 化 剤 で あ り、
こ れ ら の 低 下 は オ キ シ ダ ン ト の 侵 襲 の 程 度 を 反 映 す る こ

とが報告さ れている．
そこでわれわれは皮膚 熱傷およ び気遣熱傷動物モデルの斑漿およ び組織ビタミ ン瓦 濃度を

測 定 し
ヨ

そ の 像 下 率 を 検 討 し た．

〔対象およ び方法〕 由

実験施行前亨
全てのピッジに肺リ ンパ管痩を作製 した

．
これらの実験動物を無作為 に

，
①唖 度 郷％ 皮膚熱傷群

（ド ６），
②気道熱傷群 （肝 ６）

亨
③ＩＩ亙度 如％ 皮膚熱傷半気遺熱傷群 （貯 亙⑪）

亭
④シャム群 （肝 ７）

苧
の碓群に分

類 し た． そ れ ぞ れ ６ 時 聞 毎 に亭 心 機 能
、

血 液 ガ ス
，

肺 リ ン パ 流 量 の 測 定 を 行 い亨 さ ら に シ ャ ム 群 お よ び 皮 膚 熱 傷 令

気 遣 熱 傷 群 に お け る 斑 漿 泌 ト コ フ 丑 ロ ー ル 濃 度 を 測 定 し た
．

実 験 終 了 後 屠 殺 し
，

右 肺 お よ び 肝 臓 を 採 取 し
ヨ

各 々

の 組 織 泓 ト コ フ ェ 辺 一 ル 濃 度 お よ び 蹄 乾 湿 璽 量 比 を 測 定 し た．

〔緒果〕

気道熱傷 群と皮膚熱傷寺気遺熱傷群では受傷後６時聞を経て冒 臨○。／蘭ｏ。（Ｐ／Ｆ比）が急速に低下するとともに

肺 リ ン パ 流 量 は 有 意 に 増 如 し
，

肺 斑 管 透 遇 性 指 数 は 上 昇 し た
．

血 漿 α ト コ フ 丑 蘭 一 ル 濃 度 は
、

受 傷 後 ３ 時 間 で 有

意 に 低 下 し た が
、

そ の 後 は 固 復 し た． 肺 組 織 α ト コ フ ヱ ロ ー ル 濃 度 は シ ャ ム 熱 傷 群 に 比 較 し
，

熱 傷 命 気 遺 熱 傷 群

に お い て 有 意 に 低 下 し た． 皮 膚 熱 傷 群 お よ び 気 道 熱 傷 群 で は 低 下 は 認 め ら れ な か っ た
．

〔考察〕

敗菰症
亭

再潅流障害時に血漿ビタミンＥ 濃度が低下することは
蓼

これ窪でも多 数報告されている が
苧

脂質濃度

による補正が行 われていなかっ 花． 今回の実験でビタミ ン瓦 濃度の脂 質による補正値は、 受傷直後は急 速に低下

す る が亭 そ の 後 回 復 し て い く こ と が 証 明 さ れ た
．

ま た フ リ ー ラ ジ カ ル は 受 傷 直 後 よ り 放 出 さ れ
、

雛 時 間 を ど 一 ク

に漸増するが
，

受傷後逐８時間における肺組織ビタミ ン亙 濃度の低下は
亨

このζとにより肺 内で抗酸化物 質が次冷

に消耗されていくためである．また肝臓組織内 ビタミン 亙濃度の低下は悩の組織の ビタミ ンＥ 機能を維持するた

め
， 貯 蔵 し た ビ タ ミ ン 亘 を 放 出 す る こ と に よ る と 推 測 さ れ た．

〔緒論〕

皮膚熱傷斗気道熱傷群では酸化ス トレスがもっとも重篤であることが示唆された
．

以上の結果より亭
気遣熱傷

を合併する璽症熱傷 の急性期における治療に
聖

ビタミ ンＥ 投与が効果的である可能性が示 唆された。
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論 曳 審 査 ⑳ 要 旨

本 論 文 は
ヨ

重 篤 な 外 傷 に お い て 減 少 が 報 告 さ れ て い る 生 体 内 抗 酸 化 剤 で あ る 泓 ト コ フ ェ 贋 一 ル（映丁亨
ビ タ ミ ン

亙）の皮膚熱傷およ び気遣熱傷動物モ デルにおける血漿および組織濃度の低下率を検討 した． 実験モ デルと して
，

肺リ ンパ管痩を作製 した姓ツジ実験モ デルを無作為 に享 ①ｎ亙度 側％ 皮膚 熱傷群（ｒ ６）， ②気遺熱傷群（ｒ ⑧）
，

③ 唖 度 側 ％ 皮 膚 熱 傷 斗 気 遭 熱 傷 群 （ｎ鴛五〇）呈
④ シ ャ ム 群 （肝 ７）， の 逐 群 に 分 類 し た

． そ れ ぞ れ ６ 時 聞 毎 に， 心

機 能
，

血 液 ガ ス
、

肺 リ ン パ 流 量 の 測 定 を 行 い
鶉

さ ら に シ ャ ム 群 お よ び 皮 膚 熱 傷 半 気 遣 熱 傷 群 に お け る 塩 漿 鉄丁

濃度を測定した． 実験終了後屠殺 し， 右肺および肝臓を採取 し， 各痔の組織 映丁 濃度およ び肺乾湿重量比を測定

し た
．

血 漿 豚丁 濃 度 は、 受 傷 後 ３ 時 間 で 有 意 に 低 下 し た が
，

そ の 後 は 固 復 し た． 肺 組 織 豚丁 濃 度 は シ ャ ム 熱 傷 群 に 比

較 し、 熱 傷 十 気 遣 熱 傷 群 に お い て 有 意 に 低 下 し た． 皮 膚 熱 傷 群 お よ び 気 遣 熱 傷 群 で は 低 下 は 認 め ら れ な か っ た．

本研究の繕果から
害 気遭熱傷を合併する重症熱傷の急牲期における治療に亭

ビタミ ン亘 投与が効果的である可

能性 が示唆された． 今後の熱傷治療 に役立つといカ 点において
，

学術的に優れた研 究＆ して評樋される
．
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〔冒的〕

救命救急センター搬入患者は凝固線溶系異常を伴う場合が少なくなく、 そのよ号 な患者に合併 した消化管出血

の内視鏡的出血コントロールに難渋する場合がある
、

また
，

その基礎疾患
ヨ

全身状態により潰瘍治癒の遅延を来

す こ と が し ば し ば 認 め ら れ
、

従 来 使 周 さ れ て い る エ タ ノ ー ル （ＥＴ）
，

高 張 生 食 ボ ス ミ ン （ＨＳＥ）
，

フ ィ ブ リ ン 接 着

剤 （ＦＧ）苧 さらには塩基性線縫芽細胞増殖因子 （服 駅） の止血効果冒 組織治癒効果についてラッ トを用い実験的

に 検 討 し た
．

〔対象およ び方法〕

ＳＤ ラット（リタイ ア）を工一テル麻酔下に開腹 し， 幽門前庭部に機械的 に出臨性潰瘍 を作製する． 同部位に生

理 食 塘 水 （Ｓｈ 醐 ）
亭 ＨＳＥ亭ＥＴ お よ び ＦＧ を そ れ そ 牝 局 涯 し て 止 臨 を 行 っ た 後 閉 腹ヨ 術 後 １苧３，５，７ 臼 目 に 再 開 腹 し

幽門側 胃切 除を施行し
，

局注部の止血効果およ び治癒過程を比較 検討 した。 婁た同様の遡置にｂＦＧＦ 周注を併用

し そ の 組 織 治 癒 効 果 を 比 較 検 討 し た． 検 討 は 再 生 上 皮 の 出 現 程 度 を ス コ ア 化 し
ヨ

ス コ ア の 平 均 を Ｍ 鵬 脹 Ｗ 趾 鵬ｙ
亭
ｓ

Ｕ 検 定 で 比 較 検 討 し た
．

〔繕果〕

単 独 使 用 に お い て は
艘
Ｓｈ 鋤 群 は 組 織 傷 害 は 昆 ら れ な か っ た が

亭
出 血 が 認 め ら れ た．ＲＴ 群 で は 出 血 は 認 め な か っ
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